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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成29年8月10日(2017.8.10)

【公開番号】特開2016-141887(P2016-141887A)
【公開日】平成28年8月8日(2016.8.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-047
【出願番号】特願2015-21548(P2015-21548)
【国際特許分類】
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  19/07     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ   1/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｍ
   Ｃ２２Ｃ   19/07     　　　Ｚ
   Ｃ２２Ｃ    1/04     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月30日(2017.6.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃｏが主成分であり、
　Ｃｒが１０質量％以上３５質量％以下の割合で含まれ、
　Ｓｉが０．２質量％以上３質量％以下の割合で含まれ、
　Ｔｉ、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、ＮｂおよびＨｆからなる群から選択される１種の元素を第１元素
とし、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、Ｎｂ、ＨｆおよびＴａからなる群から選択される１種の元素であっ
て元素周期表における族が前記第１元素より大きい元素または元素周期表における族が前
記第１元素と同じでかつ元素周期表における周期が前記第１元素より大きい元素を第２元
素としたとき、
　前記第１元素が０．０１質量％以上０．５質量％以下の割合で含まれ、
　前記第２元素が０．０１質量％以上０．５質量％以下の割合で含まれている粒子を有し
、
　前記粒子は互いに異なる組織として、第１領域と、前記第１領域よりも体積が大きい第
２領域と、を含み、
　前記第１領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第１Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第１Ｓｉ強度とし、
　前記第２領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第２Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第２Ｓｉ強度としたとき、
　第２Ｓｉ強度／第２Ｃｒ強度　＜　第１Ｓｉ強度／第１Ｃｒ強度　の関係を満たすこと
を特徴とする粉末冶金用金属粉末。
【請求項２】
　Ｃｏが主成分であり、
　Ｃｒが１６質量％以上３４質量％以下の割合で含まれ、
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　Ｓｉが０．３質量％以上２質量％以下の割合で含まれ、
　Ｔｉ、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、ＮｂおよびＨｆからなる群から選択される１種の元素を第１元素
とし、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、Ｎｂ、ＨｆおよびＴａからなる群から選択される１種の元素であっ
て元素周期表における族が前記第１元素より大きい元素または元素周期表における族が前
記第１元素と同じでかつ元素周期表における周期が前記第１元素より大きい元素を第２元
素としたとき、
　前記第１元素が０．０３質量％以上０．２質量％以下の割合で含まれ、
　前記第２元素が０．０３質量％以上０．２質量％以下の割合で含まれている粒子を有し
、
　前記粒子は互いに異なる組織として、第１領域と、前記第１領域よりも体積が大きい第
２領域と、を含み、
　前記第１領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第１Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第１Ｓｉ強度とし、
　前記第２領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第２Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第２Ｓｉ強度としたとき、
　第２Ｓｉ強度／第２Ｃｒ強度　＜　第１Ｓｉ強度／第１Ｃｒ強度　の関係を満たすこと
を特徴とする粉末冶金用金属粉末。
【請求項３】
　Ｃｏが主成分であり、
　Ｃｒが２８質量％以上３３質量％以下の割合で含まれ、
　Ｓｉが０．６質量％以上０．９質量％以下の割合で含まれ、
　Ｔｉ、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、ＮｂおよびＨｆからなる群から選択される１種の元素を第１元素
とし、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、Ｎｂ、ＨｆおよびＴａからなる群から選択される１種の元素であっ
て元素周期表における族が前記第１元素より大きい元素または元素周期表における族が前
記第１元素と同じでかつ元素周期表における周期が前記第１元素より大きい元素を第２元
素としたとき、
　前記第１元素が０．０５質量％以上０．１質量％以下の割合で含まれ、
　前記第２元素が０．０５質量％以上０．１質量％以下の割合で含まれている粒子を有し
、
　前記粒子は互いに異なる組織として、第１領域と、前記第１領域よりも体積が大きい第
２領域と、を含み、
　前記第１領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第１Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第１Ｓｉ強度とし、
　前記第２領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第２Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第２Ｓｉ強度としたとき、
　第２Ｓｉ強度／第２Ｃｒ強度　＜　第１Ｓｉ強度／第１Ｃｒ強度　の関係を満たすこと
を特徴とする粉末冶金用金属粉末。
【請求項４】
　前記粒子は、複数の前記第２領域を含んでおり、
　前記第１領域は、前記第２領域同士の境界に位置している請求項１ないし３のいずれか
１項に記載の粉末冶金用金属粉末。
【請求項５】
　前記第２領域は、結晶であり、
　前記粒子は、平均で１個以上２０個以下の前記第２領域を含んでいる請求項１ないし４
のいずれか１項に記載の粉末冶金用金属粉末。
【請求項６】
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　前記粒子の平均粒径が０．５μｍ以上３０μｍ以下であり、
　前記第１領域の最大径が５ｎｍ以上１５０ｎｍ以下である請求項１ないし５のいずれか
１項に記載の粉末冶金用金属粉末。
【請求項７】
　Ｃｒが１６質量％以上３５質量％以下の割合で含まれ、
　Ｓｉが０．３質量％以上２質量％以下の割合で含まれ、
　Ｍｏが３質量％以上１２質量％以下の割合で含まれ、
　前記第１元素が０．０１質量％以上０．５質量％以下の割合で含まれ、
　前記第２元素が０．０１質量％以上０．５質量％以下の割合で含まれている請求項１な
いし６のいずれか１項に記載の粉末冶金用金属粉末。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれか１項に記載の粉末冶金用金属粉末と、前記粉末冶金用金属
粉末の粒子同士を結着するバインダーと、を含むことを特徴とするコンパウンド。
【請求項９】
　請求項１ないし７のいずれか１項に記載の粉末冶金用金属粉末を造粒してなることを特
徴とする造粒粉末。
【請求項１０】
　請求項１ないし７のいずれか１項に記載の粉末冶金用金属粉末を焼結して製造されたこ
とを特徴とする焼結体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記目的は、下記の本発明により達成される。
　本発明の粉末冶金用金属粉末は、Ｃｏが主成分であり、
　Ｃｒが１０質量％以上３５質量％以下の割合で含まれ、
　Ｓｉが０．２質量％以上３質量％以下の割合で含まれ、
　Ｔｉ、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、ＮｂおよびＨｆからなる群から選択される１種の元素を第１元素
とし、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、Ｎｂ、ＨｆおよびＴａからなる群から選択される１種の元素であっ
て元素周期表における族が前記第１元素より大きい元素または元素周期表における族が前
記第１元素と同じでかつ元素周期表における周期が前記第１元素より大きい元素を第２元
素としたとき、
　前記第１元素が０．０１質量％以上０．５質量％以下の割合で含まれ、
　前記第２元素が０．０１質量％以上０．５質量％以下の割合で含まれている粒子を有し
、
　前記粒子は互いに異なる組織として、第１領域と、前記第１領域よりも体積が大きい第
２領域と、を含み、
　前記第１領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第１Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第１Ｓｉ強度とし、
　前記第２領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第２Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第２Ｓｉ強度としたとき、
　第２Ｓｉ強度／第２Ｃｒ強度　＜　第１Ｓｉ強度／第１Ｃｒ強度　の関係を満たすこと
を特徴とする。
　本発明の粉末冶金用金属粉末は、Ｃｏが主成分であり、
　Ｃｒが１６質量％以上３４質量％以下の割合で含まれ、
　Ｓｉが０．３質量％以上２質量％以下の割合で含まれ、
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　Ｔｉ、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、ＮｂおよびＨｆからなる群から選択される１種の元素を第１元素
とし、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、Ｎｂ、ＨｆおよびＴａからなる群から選択される１種の元素であっ
て元素周期表における族が前記第１元素より大きい元素または元素周期表における族が前
記第１元素と同じでかつ元素周期表における周期が前記第１元素より大きい元素を第２元
素としたとき、
　前記第１元素が０．０３質量％以上０．２質量％以下の割合で含まれ、
　前記第２元素が０．０３質量％以上０．２質量％以下の割合で含まれている粒子を有し
、
　前記粒子は互いに異なる組織として、第１領域と、前記第１領域よりも体積が大きい第
２領域と、を含み、
　前記第１領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第１Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第１Ｓｉ強度とし、
　前記第２領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第２Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第２Ｓｉ強度としたとき、
　第２Ｓｉ強度／第２Ｃｒ強度　＜　第１Ｓｉ強度／第１Ｃｒ強度　の関係を満たすこと
を特徴とする。
　本発明の粉末冶金用金属粉末は、Ｃｏが主成分であり、
　Ｃｒが２８質量％以上３３質量％以下の割合で含まれ、
　Ｓｉが０．６質量％以上０．９質量％以下の割合で含まれ、
　Ｔｉ、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、ＮｂおよびＨｆからなる群から選択される１種の元素を第１元素
とし、Ｖ、Ｙ、Ｚｒ、Ｎｂ、ＨｆおよびＴａからなる群から選択される１種の元素であっ
て元素周期表における族が前記第１元素より大きい元素または元素周期表における族が前
記第１元素と同じでかつ元素周期表における周期が前記第１元素より大きい元素を第２元
素としたとき、
　前記第１元素が０．０５質量％以上０．１質量％以下の割合で含まれ、
　前記第２元素が０．０５質量％以上０．１質量％以下の割合で含まれている粒子を有し
、
　前記粒子は互いに異なる組織として、第１領域と、前記第１領域よりも体積が大きい第
２領域と、を含み、
　前記第１領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第１Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第１Ｓｉ強度とし、
　前記第２領域について取得されたＥＤＸスペクトルのうち、５．３ｋｅＶ以上５．５ｋ
ｅＶ以下の範囲内に含まれるＣｒのピークの高さを第２Ｃｒ強度とし、１．６ｋｅＶ以上
１．８ｋｅＶ以下の範囲内に含まれるＳｉのピークの高さを第２Ｓｉ強度としたとき、
　第２Ｓｉ強度／第２Ｃｒ強度　＜　第１Ｓｉ強度／第１Ｃｒ強度　の関係を満たすこと
を特徴とする。
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